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10）自転車通行環境の整備状況

浜松市は、平成 25 年（2013 年）８月に「浜松市自転車走行空間等整備計画」を策定し、

自転車のネットワーク計画を策定し、自転車通行空間の整備を進めてきました。 
自転車ネットワーク路線は、以下の基幹ネットワーク、目的別ネットワークから構成されて

います。 

○ 基幹ネットワーク

・大規模自転車道等（太平洋岸自転車道（構想路線）、浜松御前崎自転車道・浜名湖

周遊自転車道、自転車歩行者専用道路）及び浜松市総合交通計画において、本市の

道路ネットワークとして位置づけられた道路のうち、高規格幹線道路と自動車専用

道路を除く５環状 11 放射道路

○ 目的別ネットワーク：

・基幹ネットワークを補完するために、それぞれ目的となる施設等を結ぶ主要な道路

を位置づけた下表の３つのネットワーク

表 3 目的別ネットワークの種類とアクセスする施設、補完する道路等 

目的別ネットワーク アクセスする施設等 補完する道路等 

健康・スポーツ・ 

レクリエーション・観光

ネットワーク

スポーツ施設、公園、

観光施設

・馬込川沿いの堤防道路、佐鳴湖の

周遊道路等を設定する。

・基幹ネットワークと重複するが、

大規模自転車道等、天竜浜名湖鉄

道沿いの国道 362 号、天竜川河川

敷内に新たに自転車道を設定する

ことにより、都市計画区域内の周

遊するネットワークを形成する。

通勤・通学・買物 

ネットワーク

就業地、大学、高校、

商業施設等 

・大規模工業・商業地と住宅地をつ

なぐ道路及び基幹ネットワークの

代替となるような道路（市道布橋

住吉１号や遠州鉄道沿いの電車通

り（市道曳馬中田島線等））を設

定する。

生活系ネットワーク 
公共施設等 

新市街地 

・浜松市都市計画マスタープランに

おける都心、副都心、地域交流拠

点、地域生活拠点内のエリアにお

いて、設定する。
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資料：浜松市自転車走行空間等整備計画(H25.8)より太平洋岸自転車道構想(R1.9 時点)を反映 

 
 
 

図 125 自転車総合ネットワーク図 
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本市の自転車専用道路は、天竜川河口付近の天竜川及び遠州灘沿いに、一般県道浜松御前崎

自転車道線が 7.7km、浜名湖沿岸に一般県道浜名湖周遊自転車道線が 40.2km 整備されてい

ます。 
自転車専用通行帯（自転車レーン）は市道高林芳川線において、南区本郷町で 650ｍ、東区

上西町で 370ｍ、北区初生町の国道 257 号で 670ｍ、天竜区西鹿島の主要地方道天竜浜松線で

500m と４箇所整備されています。 
車道上に矢羽根型路面標示を設置している区間は、南区可美の国道 257 号で 720m、中区伝

馬町～連尺町の国道 257 号で 300ｍ、連尺町～下池川町で 750ｍと３箇所整備されています。 
自転車の利活用を促進するためには、これまで以上に計画的に自転車通行空間の整備を推進

していく必要があります。 

 

 
 

 

 

    

  

 

 

浜松御前崎自転車道       東区上西町 自転車レーン    中区伝馬町～連尺 

                                                矢羽根型路面表示 

 図 16 自転車通行空間の整備状況図 

舘山寺 SIC 

三方原 SIC 

浜名湖周遊自転車道 
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11）大規模サイクリングルート

(1) 太平洋岸自転車道（構想）
太平洋岸自転車道構想は、千葉県銚子市を起点とし、神奈川県、静岡県、愛知県、三重県、

和歌山県の各太平洋岸を通り、和歌山県和歌山市を終点とする延長約 1,400ｋｍの自転車道で

す。昭和 44 年に全体構想が発表され、浜松市では浜松御前崎自転車道の一部区間の整備等が

進められてきました。 
令和 2 年（2020 年）夏の東京オリンピック・パラリンピック開催に向け、国と関係自治体

から構成される太平洋岸自転車道推進協議会が令和元年（2019 年）に設立され、モデルルー

トとしてサイクリストの受け入れ、環境整備、魅力づくり、情報発信等に官民が連携して取り

組んでいます。

※今後、関係者との協議により、ルートが変わる場合がある

図 13 太平洋岸自転車道構想（令和元年（2019 年）９月時点） 
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(2) 浜名湖一周サイクリングロード（ハマイチ）
浜名湖を一周するサイクリングルロードは、浜名湖周遊自転車道、国道 301 号、その他道

路などで構成されており、これらを総称して“ハマイチ”と呼ばれ、平成 19 年（2007 年)に
風光明媚なサイクリングルートとして日本風景街道にも認定されました。 
浜名湖のサイクルツーリズムに関する取組は、平成 20 年（2008 年）に官民が連携し設立

した「浜名湖観光圏推進協議会」が策定した「浜名湖観光圏整備実施計画」に基づきおこなわ

れています。 
これらの取組をさらに推進するための組織として、平成 27 年（2015 年）には「浜名湖サ

イクルツーリズム推進会議」が設立され、モデルルートして、サイクリストの受け入れ、環境

整備、魅力づくり、ＩＣＴを活用した情報発信等、鉄道（天竜浜名湖鉄道）や舟運（浜名湖遊

覧船）と連携した取組を行っています。

図 18 浜名湖一周サイクリングルート“ハマイチ” 

【サイクリストの受け入れ、環境整備等取組事例】 

図 21 鉄道や舟運との連携 図 20 バイシクルピット（休憩所） 

図 19 路面表示と案内サイン 

浜松市

浜名湖

浜名湖周辺拡大図
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12）サイクルスポーツ、健康  

オートレース場や公園等を利用した自転車関連イベント（競技）が開催されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
   

資料：浜松市自転車競技連盟ホームページ 

 
また、浜松市は、厚生労働省が調査した大都市別の健康寿命について平成 22 年（2010 年）、

平成 25 年（2013 年）に引き続き平成 28 年（2016 年）も男女とも第 1 位になりました。 
健康寿命が長寿の背景の一つとして、浜松市のくらしやすさ（市民就労率が高い、地域活動

が活発である、気候や食、医療体制に恵まれているなど）が挙げられますが、市民一人一人が

このことを認識し、日頃から適度な運動・バランスの良い食事等、日々の健康づくりを見直し

ていくことで健康寿命を延ばしていくことが大切で、これを市もサポートしています。 

 
 

順

位 

男 女 

都市名 年齢 都市名 年齢 

1 浜松 73.19  浜松 76.19  

2 神戸 72.54 名古屋 75.86 

3 静岡 72.53 相模原 75.35 

4 名古屋 72.47 福岡 75.22 

5 相模原 72.35 新潟 75.2 

※20大都市：全国 19 政令指定都市（2016 年は地震で被災した熊本市を除く）に東京都区部を加えた計 20 都市  
資料：浜松市ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4  20 大都市の健康寿命トップ 5（2016 年） 

図 22 市民スポーツ祭 自転車競技の様子 
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13）ＪＲ浜松駅周辺の市営駐輪場の状況

都心部の市営駐輪場は利用率が高く、これら全ての駐輪場について、最大駐輪台数が収容可

能台数を超えています。駐輪場内は、煩雑に置かれた自転車で混雑しており、駐輪が困難な自

転車が周辺歩道に放置される等、歩行者の通行の支障となっています。 
また、次ページに示す通り、放置自転車禁止区域内の駐輪場の収容可能台数が増加傾向であ

るにも関わらず、放置自転車台数が減少傾向に無い事から、利用者のニーズに合った駐輪場の

配置、駐輪容量、利用環境が整えられているとは言えません。 
さらに、自転車の盗難事件が多発、駐輪場内の火災も発生していることから、駐輪場の「量」

と「質」の改善が求められています。 

表 5 都心部の自転車駐車場利用状況 

資料：平成 30 年度浜松駅周辺自転車等駐車場再整備計画策定業務「駐輪台数調査」 
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図 23 放置自転車禁止区域主要地点における放置台数と収容可能台数 

資料：浜松市資料 (各年度５月、１ヶ月当たりの放置台数) 

図 14 放置自転車禁止区域(赤色)・規制区域（黄色） 

図 24 放置自転車禁止区域(赤色)・規制区域(黄色) 
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都心部で駐輪している人の利用目的は、平日、休日ともに「通勤」「通学」が多く、駐輪後

の目的地と自転車利用の出発地は「自宅から駅」が多くなっています。 
また、駐輪時間は「6 時間超、18 時間以下」が約６割と、朝から夜まで駐輪するような長

時間利用が多くなっています。 

全体（N＝548） 平日（N＝259） 

休日（N＝289） 

図 25 自転車等を利用した主な目的 

資料：浜松駅周辺駐輪状況アンケート（H30.9） 

資料：浜松駅周辺駐輪状況アンケート（H30.9） 
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図 26 駐輪後の目的地と自転車利用の出発地 

（平日・休日各１日計、上位５位）  
図 27 駐輪時間 

（平日・休日各１日計） 
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14）郊外部における駐輪場の状況

郊外部（ＪＲ浜松駅、遠州鉄道鉄道線新浜松駅周辺を除く）では、鉄道駅全 52 駅中 32 駅

に駐輪場が設置され、バス停の周辺 36 箇所に駐輪場が設置されるなど、公共交通機関の利用

促進の一環として、サイクル＆ライドの普及促進に取り組んでいます。 

図 29 鉄道駅・バス停における駐輪場設置状況（平成 30 年４月１日現在） 

図面範囲外 JR 飯田線 城西駅、水窪駅 




